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Web会議での「カメラオン派」が多いのはどんな職種？
職種別に異なるWeb会議の困り事や工夫点も明らかに
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首都圏ハイブリッドワーカー調査の概要
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コロナ後の定着が進む「ハイブリッドワーク」におけるWeb会議の実態と課題を把握するため、首都圏の企
業（従業員100名以上）に勤めるハイブリッドワーカーに対して調査を実施し、職種別に分析を行いました。

調査対象

東京23区の企業（従業員100名以上）
に勤務し、週1回以上ハイブリッド
ワークを実施するオフィスワーカー
（Web会議を実施している人）

回答者数 2,000人

調査手法 インターネット調査

調査時期 2022年10月

■ 調査概要 ■ 回答者の職種構成比（サンプル数）
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首都圏ハイブリッドワーカーの会議時間とWeb会議比率（職種別）
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（n=2,000）

会議の
週あたり
平均時間

8時間
82%

6.5時間

18%
1.5時間 Web

会議

リアルのみ会議

Q.
週あたり何時間
Web会議をしている？

全体では週平均6.5時間（会議の82%がWebで実施）
Web会議が多い職種は「情報システム」 「経営企画・事業企画」
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※回答者の参加場所は問わず、1人でもWeb参加がいる場合はWeb会議とみなす
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Web会議におけるカメラ設定（職種別）
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37.9% 42.5% 19.6%

8.128.963.0人事

13.838.048.2総務

11.540.847.6経営企画/事業企画

12.543.943.6営業/営業企画

25.6

全体(n=2,000)

41.3財務/会計/経理

29.742.627.7一般事務

35.840.024.3情報システム

29.948.321.8研究/開発

どんな時も
カメラはオフ

基本はカメラオフ
時々オンカメラオン派

33.1

※カメラオン派の多い順でソート

職
種
別

Q. Web会議でカメラはオン？
カメラの基本設定は、全体では6割超が「基本オフ」
オン派が多いのは「人事」、どんな時もオフが多いのは「情報システム」
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Webプレゼン実施率（職種別）

5

46.3% 53.7%全体(n=1,443)

34.265.8人事

49.051.0営業/営業企画

49.350.7経営企画/事業企画

51.049.0研究/開発

55.344.7財務/会計/経理

56.143.9総務

61.638.4情報システム

88.211.8一般事務

プレゼンを聞く立場のみで参加プレゼンをする立場で参加あり

※プレゼン参加割合の高い順でソート

Q. Webプレゼンする機会はある？
全体では46.3%がプレゼンを実施
「人事」は突出してプレゼンの機会が多い（65.8%）

対象：直近１ヶ月にプレゼンのある会議に出席した人

職
種
別
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全体 (n=2,000)

Web会議に対する不満（職種別）
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38.9

32.6

28.4

27.7

16.7

16.3

16.3

15.7

14.5

11.3

10.6

8.8

2.1

通信品質（途切れや遅延）

相手のカメラがオフで、反応/表情がわからない

周囲の雑音が気になる

資料共有時に相手の反応/表情がわからない

機器の接続が大変

資料共有時に、自分の顔がどう見えているのかわからない

投影資料以外の情報共有が難しい

あなたの身振り手振りや表情が伝わらない

リモート側で、会議室側の見たい所を見れない

リモート側で、会議室で誰が話しているか分からない

あなたを映すカメラ画像に不満

リモート側で、会議室から誰が参加しているか分からない

その他

人事 営業/営業企画 総務
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17.9
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32.7

30.3

22.2

31.5

24.2

25.2

20.1

23.1

15.1

10.5

24.2

11.3

0.9

35.8

38.1

29.8

29.7

14.7

18.3

14.2

15.6

13.7

13.9

11.0

8.3

2.5

(％)

（複数回答）

Q.
Web会議で不便・不満を
感じる点は？

「通信品質（途切れや遅延）」はいずれの職種でも不満が高い
「相手の反応／表情がわからない」不満が高いのは「営業／営業企画」
「自身の顔映り」や「身振りや表情の伝達」に不満があるのは「人事」

全体+5%以上
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Q.

全体 (n=668)

Webプレゼンの工夫（職種別）
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68.6

58.7

24.7

22.0

21.4

19.3

話すスピード

資料の見やすさ

自身の顔映り

自身の視線

参加者の表情を確認する

自身の身振り手振り

人事 営業/営業企画 総務

全体+10%以上

(％)

73.7

61.4

30.6

21.0

23.9

39.3

70.2

63.2

41.9

37.4

28.9

32.9

67.0

56.3

24.1

20.4

23.3

21.1

全体では「話すスピード」「資料の見やすさ」の工夫が多くあがる
更に「人事」は「自身の顔映り／視線／身振り手振り」を自身で工夫

対象：直近１ヶ月に自身がプレゼンをする立場でWeb会議に参加した人

Webプレゼンで
どんな工夫をしている？

（複数回答）
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• Web会議に対する困り事や工夫点は、職種によって違いがある

• 「人事」などのWebプレゼンの多い職種は、Web会議環境へのニーズも多岐に渡り、
「Webで伝わるための工夫」を自身で行っている

• 「営業・営業企画」は「相手の反応／表情がわからない」点に不便や不満を感じている

• Web会議が定着したいま、オフィスのハイブリッドな会議環境も、ワーカーの活動実態や多様
なニーズに合わせたアップデートが求められる。

総括：多様なニーズを捉えたオフィスが、ハイブリッドワーカーを惹きつける
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